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第２７５０回 例会報告                   ２０１０年１０月２２日  
 

ゲストならびにビジター紹介  ゲスト： 米山奨学生  鄭 音飛（ていおんひ）様 

                          カウンセラー  富山シティＲＣ  米屋保雄 様 

 

 

 

 

 

誕生祝  １０月２３日  若井夫人  家内の誕生日をお祝いしていただき、ありがとうござ 

                      います。先週長野県の飯田？へ行ってきました。 

天国に 一番近い村と言われています。仲良く喧嘩し      

ながら行ってきました。みなさん、これからもよろしくお  

願いいたします。 

 

       １０月２７日  武隈夫人  家内は７５才です。喧嘩することもなく、仲良く手をつな

いで歩こうと張り切っています。また、よろしくお願いい

たします。 

 

 

会長挨拶     日本の人口は右肩下がりで減少しています。先日１才半健診に行きまし

たが、18人しかいませんでした。一月18人しか生まれていないとすると、

魚津市の人口もガタガタ減りです。将来不安です。2050年には日本の人

口が９千万人となり４千万人も減ります。そうなると高齢化が進み「少子

化」が進みます。政府は高齢者対策をとっていますが、その半分くらいは

少子化対策をとるべきではないか、と言われています。十数年前から少

子化対策が叫ばれてきましたが、日本は反応するのが遅いんです。 

ＮＡＳＡで発表されたもので、かなり大きい500メートルくらいの小惑星が地球の周りをたくさん回っていま

す。2182年には直径500メートルクラスの小惑星が地球に衝突する可能性があるそうです。万一衝突すれ

ば、地球が全面核戦争になったのと同じような状態になり、6500万年前に恐竜が絶滅した時と同じような状

況になると言われています。地球の寿命・少子化などありますが、ＲＣの力で「結婚適齢期」の若い人たちを

結び合わせるような機会を作ってほしいと思います。よろしくお願いいたします。 
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幹事報告  魚津市社会福祉協議会より   Ｈ２２年度魚津市防災講演会の開催について 

        １０月例会案内  １０月２９日  Ｒ財団月間卓話   大城委員長     （ホテルサンルート） 

        １０月ＳＡＡ補助  中島（久）君、 辻（英）君   よろしくお願いいたします。 

 

出席報告  本日の出席者 ３１名    出席率 ９１．１７％    欠席者３名  

        メークアップ済み  寺崎君、 関口さん、 辻（浩）君 

         ２７４８回メークアップ   大島君 

２７４８回修正出席率   ７９．４１％ → ８２．３５％ 

 

ニコニコボックス   米屋保雄様（富山西ＲＣ） → 米山奨学生 鄭音飛（ていおんひ）さんの卓話に同行しました。 

本日はよろしくお願いいたします。 

             根岸君 → 三男根岸ケンゾウ君が富士フィルム主催のフォトコンテストに全国24万点の出品の中

から銀賞に入選しましたので。 

             宮本会長 → 朝夕涼しくなりました。お体を大切に！ 

 

 

委員会報告  根岸朗さんより  みなさんにご無理を言って写真を買っていただ

きました。そしてニコニコボックスに入れさせていただ

くことになりました。釜山釜一ＲＣとの親善交流の写

真の代金から必要経費を差し引き６８００円、ゴルフ

コンペが３６００円、家族同伴の夜間例会が３０００円、

この目録を吉森委員長にお渡しします。 

 

 

本日の卓話 「漢文体笑話について」  米山奨学生  鄭 音飛（ていおんひ）様  

 

   富山大学人文学部修士課程の２年生です。今日は真面目な服を着て、

不真面目な話しをしたいと思います。みなさんに漢文体笑話について紹介い

たします。 テーマはおもしろく悩ますな？、実は専門的な話しなのでくだらな

いかも知れません。卓話の最後に中国の笑い話をいくつか用意しました。 

食後のデザートとしてみなさまに提供します。 

漢文体笑話とは江戸中期からあらわれた日本人が漢文で記述した笑話の

作品です。寛延４年から昭和１３年までおよそ３０近い作品が出版されました。

漢文体笑話は和文でつづられた噺本と形式が異なり、漢文で記されたもので

多くの人に敬遠されてきました。このジャンルの作品は今まで触れられることは少なかったです。 

漢文体笑話の嚆矢は寛延４年に出版された「開口新語」で、作者は中国俗文学紹介の第一人者「岡白駒」です。この

作品は漢文学習のテキストで、内容は平易な笑話が教材に用いられ、全部で１００話が集録されています。 

漢文体笑話は江戸中期における中国俗文学の移入、紹介の影響によって自然に生まれた産物であり、知識人の“筆

のすさび“を通して、昔の日本の笑い話と違い、簡潔な漢文を使って新しい笑いの文化を作り出しました。内容から見れ
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ば、確かに既成笑話の数は少なくないですが、当然当時の日本笑話の一面

を見ることができます。創作者の創作意欲が薄く、翻案、改作の作品がしばし

ば見られ、まだ純粋な笑話とは言えないものも集録しました。しかし、漢訳す

る時、簡潔な文と豊富な語彙の駆使によって、和文では表現できない妙味を

発揮することができました。漢文を使いさえすれば「下品も上品になる」、とい

う面もあると思われます。 以下、中国の笑い話を数例紹介あり。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


